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T.KONDO 
 

ＰＲＴがずれていた場合の影響 
 
ＶＬＢＩ相関処理における予測値計算はＰＲＴ（処理参照時刻）を時刻の引数として計算

を行う。このＰＲＴがＵＴＣに対してオフセットを持つ場合、計算される予測値に誤差が

入ってくる。予測値計算を )(tf とすると、 

L+′+=+ )()()( tfttfttf ∆∆   (1) 

であるから、オフセット t∆ のとき、誤差は

L+′ )(tft∆ となる。ところで、地球上のＶ

ＬＢＩの場合、時刻オフセットの影響は、

その間の地球自転として考えることができ

る（図１）。ここで図１は赤道面に投影した

基線図でありＯは回転中心である。時刻の

オフセット t∆ （秒）とその間の自転角 θ∆
（ラジアン）は 
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で関係づけられる。この回転により、ＡはＡ’にＢはＢ’に移動する。今、Ａを基準点と

して考えると、この回転の効果は図２と等価である。ここで、Ｂの位置がＢ’に移動した

場合、Ｂを中心とした局所座標系で水平および鉛直

成分として、どの程度の移動となるかを計算してみ

る。なお、ＡＢの長さを lとする。今、ウォッブルＸ、
Ｙを０とすると、回転は赤道面に平行な面内のみで

起こる。地球半径をＲ、Ｂ点の緯度をλとすると、

Ｂでの鉛直線の赤道面投影とＢＢ’のなす角度 φ∆

は 
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したがって、 
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図 1 ＰＲＴオフセットと地球自転 
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今、鹿島－岐阜基線を考えると 
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であるから、 0694.0
cos

=
λR

l
程度の値と

なる。図４はＢを中心とした赤道面に平行な座標系Ｂ－ＸＹＺと局所地平座標系Ｂ－Ｘ’

Ｙ’Ｚ’を示す。ＢＢ’はＸＹ面内にある。ここでＢＢ’局所地平座標系での鉛直（Ｚ’）、

南北（Ｘ’）、東西（Ｙ）成分を求める。ＸＹＺからＸ’ＹＺ’への変換行列は 
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θ∆lBB =' であるから、 φ∆θ∆ cos' lBB X = 、 φ∆θ∆ sin' lBB Y = 、 0' =ZBB 。 

したがって、 
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となる。今、 1<<θ∆ とすると、基線長が短い場合、東西成分はほぼ０となることが分か

る。また、南北成分と鉛直成分の比をとると 
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となる。（この関係は、ＰＲＴにオフセット誤差が入っているかどうかを見極める上で、役

立つかもしれない。） 
 
ＰＲＴの誤差を引数として、(2)(3)(4)式から、鹿島－岐阜基線について実際の変位を計算す
ると、図５のようになる。 

 

図 4 Ｂにおける局所地平座標系 

Ｂ 

Ｘ 
Ｘ’ 

Ｙ 
Ｙ’ 

Ｚ 

Ｚ’ 

Ｂ’ 

△φ 

λ 



 3

 

 

 

 
 

図５．鹿島－岐阜基線におけるＰＲＴオフセット誤差が岐阜局位置に与える影響。図は上

から南北成分、東西成分、鉛直成分 


